
ＩＶＩ地方セミナーご紹介

地方ネットワーク委員会

古賀 康隆（東芝）





開催予定
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回
数

日程 地域 支援機関 支援企業

1 8/5,6 静岡
セミナー

静岡県経営支援課 矢崎部品株式会社

会場：レイアップ御幸町ビル
ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ：

2 9/2,3 神⼾
セミナー

神⼾市産業振興財団 川崎重工業株式会社

会場：神⼾市産業振興センター
ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ：

3 10/7,8 富山
セミナー

北陸経済研究所 中村留精密工業株式会社

会場：富⼭県⺠会館
ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ：

4 12/9,10
または
1/27,28



期待される成果

1. ＩｏＴに関する関心（よい意味での危機感）が高
まり、つながる工場のためのベースとなるデジタル化、
標準化を中堅、中小企業のレベルにまで広がる。

2. 大企業と中小企業、あるいは中小企業同士で、従
来のＥＤＩ（受発注）だけではなく、業務のレベル
やデータのレベルで常につながるシナリオが得られる。

3. 地域の中小企業で、ビジネスの変革の中枢となるミ
ドルマネージャのネットワークを強化し、その後のイノベ
ーティブな活動の芽（きっかけ）をつくる。
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実施体制
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全体の流れ
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現状の課題を明らかにし、
目指す姿を定める

具体的な業務の場面から
現状のシナリオを描く

あるべき姿のシナリオと
その実現手段を描く

ステップ１（１日目午後）

ステップ２（２日目午前）

ステップ３（２日目午後）

グループに分かれて会社毎に異なる課題を整
理し、つながることで得られる理想的な姿を議
論します。

現状の業務の実態を場面ごとに役者とその活
動として記述します。モノと情報の流れがどうな
っているかを明らかにします。

デジタル化によってモノや情報の流れをデータ
に置き換えたあらたな場面を定義します。また
、物理的な配置も検討します。

（１）そもそも、なぜＩＴなの？ 何をＩＴ化すればいいの？ ＩＴでなにがよくなるの？ と
いった基本的な問に対して、納得のいく明確な答えが得られます。

（２）社内の実際の業務のつながる化を推進するために、具体的に何をどうすればよ
いかがわかり、ミニマムなＩＴ投資で最大の効果をえるための方策がたてられます。



スケジュール

企画承認（５⽉中、支援機関、ホスト企業、時期決
定）

募集開始（２か⽉前）

募集締切（１か⽉前）

事前学習配布（１か⽉前）

１次提出期限（３Ｗ前）

２次提出期限（１Ｗ前）

セミナー実施（第１日目、第２日目）

 フォローアップ（１週間後）

 フォローアップミーティング（１か⽉後）
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フォローアップミーティング

地域支援機関が独自に開催、義務ではな
いが推奨

本セミナー終了後１か⽉くらい後、グループ
単位でも可

報告書のレビューとその後のフリーディスカッシ
ョン

実際にシナリオについて実証実験を⾏う可
能性を模索
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IVIのDNAを
日本全国の
モノづくり企業へ
伝えます！！


